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Environmental History of Yangtze River Basin (Part 3) 
-Evolution of Irigation Systems for Pady Rice 
in the Taihu Plain, Yangtze Delta, China-
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Abstrac Recntly archeolgical and enviromental studies led to the 
discovery of the Yangtze civilization in the Yangtze valey, China, whic 
devloped an urban revolution based on pady rice cultivation at early 
times. This discovery promts to questions such as what are the georaphi-
cal charcteristics of the city, what wer the conditons for ancient irigated 
pady fields and if those sytem contiued until today, disapeared, or 
wer modife to some extent. 
The main objective of this study is to compare trends of areal changes 
in the uper, midle and lower reachs of the Yangtze river, and to corelate 
them with modern problems from an environmental-historicl viewpoint. 
Special consideration was given to the evolution of the irigation sytems. 
The presnt paer is focused in the Taihu plain of Yangtze river, Yangtze 
delta. The field survey was done in the region around Y ohan county includ ・
ing Liangzhu ruins, the most typical early ancient city. 
Key words: 環境史 Envirometal history, 長江 Yangtze river, 太湖平
原 Taihu plain, 良渚遺跡 Liangzhu ruins, 灌漑システム Irigation sys-
terns 
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I • はじめに
l) 問題意識
中国最大の河川である長江下流域の，江蘇省，浙江省，上海市にまたがるデ
ルタ地域（以下，「長江デルタ」と呼称）では，すでに新石器時代後期の段階
に「良渚文明」1) と呼ばれる初期文明が誕生している．歴史時代に入ってから
は，いわゆる「江南文化」として名を馳せてきた，さまざまな生活およぴ産業
文化を生み出してきた． しかも今日では，上海をはじめデルタの全体が，「都
市化する中国」2) を象徴するような方向で著しい変化を遂げ叫中国経済の牽引
者として重要な役割を担うようになった．
ところで，長江デルタにおける近年のこうした変化については，この30 年来
の「改革の時代の偉業」と新たな「世界経済の枠組み（グローバリゼーショ
ン）」，すなわち政治・経済的な環境の変化が大きく関与してきたことは言うま
でもない． しかし，歴史的に培われてきた「内発的な力」も無視し得ないもの
であろう•>. 内発的な力とは，広大なデルタを水田化し，歴史時代の早期の段
階で「江浙熟すれば天下足る」といわれるような食粒碁地に変え，同時にデル
タの低湿な土地環境の下で独特の農村や都市集落を発達させるとともに，近代
工業社会を作り上げてきたものである列最も根本的なところからいえばそれ
は，デルタにおける人間活動に不可欠な，「水」をコントロールする知恵の発
達である．
この知恵の存在を象徴的に物語っているのが，長江デルタに発達してきた見
事なクリーク網の景観6) である（図 1) . クリーク網とは河川，運河，溝渠
（用水路や排水路）など様々な機能をもつ水路の総称であるが，長江デルタの
場合のその発達は他に類を見ない．ここから我々は土地と人間活動とのかかわ
りあいが，このデルタにおいて如何に濃密なものとなってきたかを窺うことが
できる．つまりクリークの整備を通して，デルタにおける稲作の成立ど展開が
可能となり，それによって産業甚挫の整備，そうして農村や都市の発展をもた
らし，社会経済に大きなダイナミズム（すなわち，内発力）をもたらされてき
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たものと考えられる．
さて「良渚文明」は，後述するように太湖周辺の広い範圃にその痕跡（遺
跡・遺物）を残しているが，その中心は太湖の西南隅の地域である．いまこの
位罹を長江デルタにおける文明史の起点とみると，稲作を基軸とした開発の波
は，域内の高位の土地から低地へ，全体としてはデルタの西方から束方へと向
かって展開してきた．一方上海を起点に展開する今Bの工業・都市文明の流れ
は，逆に束から西方に向かっており大きな地域変化を引き起こしている．その
結果は罠村一都市間の激しい土地利用の変化（あるいは地域分化）であったり，
• 水利の再編成という変化であったり，水資源の再配分であったり，さら
には水質汚染等の水環境問題の増大という形で現れており，それらの様相はい
わば新l日「文明の対立」7)と呼んでも過言ではない．
本稿では，こうした地域変化の構図を念頭においた上で，長江デルタにおけ
る「内発的な力」がどのように発生，変化し，あるいは新たな内発力がどのよ
うに醸成されていくのかを見極めるためクリークに着Hして検討する．こうし
た見極めの作業は長江デルタの現代的な課題解明のためだけではなく，将来の
あり方を考える前提としても重要な意義をもち得ると考える．
2) 課題と方法
本稿における具体的な検討課題は，二つに分けられる．第 1は，「良渚文明」
の性格に注目しつつ，その甚盤となった水田・稲作が，歴史時代になって本格
化するクリーク方式による開発と，果たしてどのような関連があったのかにつ
いて考察すること，第 2はこの点を踏まえて長江デルタ全体におけるクリーク
方式による開発の特徴とその発展（変容）系列について整序すること，である．
前者については，歴史時代以前のことであり，これまでにも全く検討された
ことがない．そこで本稿では良渚文明の核心地とされる余杭市（現杭州市）を
対象として，その立地環境と今Hの状況を可能な限り明らかにする．後者につ
いては，これまでに報告された文献・資料に依拠して検討することとした．こ
れまでに歴史学をはじめ多方面からのクリークに言及した研究がある．その中
で能 (193), G. B. Cresy (1936), 池田 (1940), 米倉 (1960), 長瀬
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(1980), 渡部・櫻井編 (1984), 謬編 (1985), 高村 (20), 王 (209) 等貴
重な成果である．
とくに池田氏の研究は出色の成果であり，クリークの本格的な進展期につい
て解明しており，本稿の第 2 の課題を検討する上で重要な手がかりとなった．
池田は，「黄河流域の文化が長江流域に及んでそこに江南の文化が開ける」プ
ロセス(-大転換期）を「クリーク運動」として注目し，その歴史は 10 年以
上に遡るとした．ただし，同氏の研究はいわゆる「江南の文化」以前の状況に
はほとんど言及されていない．また1940 年代の成果であり，今 H の経済改革に
至る時代に対する展望は見られない．池田氏以外の研究もそれぞれに貴重であ
るが，クリーク網の動向については，一貰した説明，整序はなされていない．
なお，本稿は，筆者の長江流域における環境史研究の下流部の事例として報告
するものである列
2. 「良渚文明」の意義と生産的基盤
l) 「良渚文明」の性格
良渚遺跡は新石器時代晩期の遺跡で， 1936 年に初めて浙江省余杭県（市）の
良渚鎮で発見され，命名された．良渚遺跡に関する総括的研究（朔， 20) に
よれば，良渚文化の年代は紀元前30-21 年に及ぴ，約120 年に渡って絹続
した．朔はこれを第一期 (B.C30-280), 第二期 (B.C280-260), 第三期
(B.C260-10) に区分している．このうち第二期は，玉器の制作で高水準に
達し，集落規模が巨大化するなど，隆盛を究め，初期の王権が確立した可能性
があるとみている．
良渚文化の特徴をもつ遺跡は長江デルタにおいて現在までに10 ヶ所発見さ
れており，その分布範囲は，上海（東），銭塘江（南），茅山，天目山（西），
長江（北）におよぶ，いわゆる太湖を囲む三角状の地区とされている．なかで
も良渚地区（図 2) だけで50 ヶ所にのぼる大小の遺跡が発見されている．その
うち中核をなす莫角山追跡について，余杭市人民政府が建てた説明版には，次
のように記されている．
「送峡三十万平方米人工菅建的大高台，又名古上預，分布有大，小莫角山，
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杭州湾
0 30 血一図2 杭州湾両岸新石器時代遺跡分布（只1983, •
A.70 年前
l,60 年前
,t50 年前
△ 40 年前ゾ゜
彗山三坐高台，力四，五年前的中半文化中規模最大，規格最高，現保存最
好的一赴扱力重要的遣址．経考古笈掘，在木南部笈現了“燎祭”遣址，中
部笈現大片杏土基址和大型柱洞，証明原建有宮室．迭里脱是良渚文化的中
心．（以下略）」
すなわち，莫角山遺跡は， 4, 5千年前に人工的に建てられた約30万面に及
ぶ中期の築城跡であり，祭祀のあとも認められたという．それでは，こうした
遺跡によって示された良渚文化は，文明史的にはどのように慈義づけられるで
あろうか．ここで，まず，考古学の立場から安 (197), 蔽 (19), 朔
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(20) の3氏の見解に注目したい．その内容を紹介すると以下のようになる．
(1) 安：「良渚文化及其文明渚因索的剖析一紀念良渚文化笈現六十周年」
（考古第 9期）．
良渚文化は考古学上の変革時期を現しており，良渚文化における原始宗
教の地位は突出している．大規模な土台建築，贅沢の限りを尽くした埋
葬制度や広範囲に及ぶ玉器制作などの非生産的労働は，社会の経済的発
展に導かれたものである．
(2) 董： 「良渚文化祭伝粋又ー兼枠人工大土台和安波玉璧刻符」（浙江社会
科学第 3期）
莫角山遺跡は中国で最も早い宮殿遺跡の可能性がる．太湖東部で最も発
展した良渚文化以前の松澤文化と対比して，新しい文化の中心としての
葵角山遺跡が地理的に辺境にあたる位置に定められたことは，一見不合
理であるが，「天を離れて地上に最も近いところ」9)を求められた可能性
がある．
(3) 朔：「良渚文化的初歩分析」（考古学振第四期）
良渚文化の要索，例えば，踪，絨と神人獣面紋はすでに夏商文明の中に
取り入れられ，礼儀制度中の一つの重要な成分となっている．良渚文化
と中国の早期の文明は一定程度相似ており，良渚文化二，三期，特に三
期はすでに原初文明社会といって何ら問題はない．
3氏は，それぞれに良渚文化が時代を画する位岡にあること，同時に遺跡か
ら出土した「玉器」，および玉器に刻まれた「神人獣面紋」（写真 1) に注目し
て夏商文明とのつながりがあったことを示唆している．
この点について，まず，北京大学の厳文明氏（梅原・厳・樋口20, 67-9) 
は，梅原猛氏との対談の中で，「黄河流域における夏・殷・ 周の時代，ずっと
戦国時代まで延々と20 年ほどの間を一貰して，最高の社会の身分を象徴した
• 豆・壷の三点セット）の原型」は，「良渚（の玉器）から始まった」
（括弧内，筆者注）という．その良渚玉器について蘇（張訳） (204 : 203) は，
「精緻で美しいばかりでなく，通霊宝玉でもあり神器」であって，「良渚方国は
すでに至尊天帝を代表し，衆人の上に高くのしかかる人王もいた」との見方を
長江流域の環境史(3) ー太湖平原良渚遺跡周辺の灌漑水利変容ー 3 
写真 1 • 大莫角山遺跡と神人獣面紋
左上 ：水田後方の小高い丘が莫角山追跡．東西670m ,南北45Qm,
総面積30万面の範囲に築かれた東西16m ,南北96m, 総面積 1万
6千面の碁槻この基棺には大莫角山の他に，小莫角山，亀山の人
IJ甚棺がのる．右：良渚文化を特徴付ける玉器（下）に刻まれた神
人獣面紋（上）（良渚博物館作成の絵はがきより）
示した．同様の見解は，余杭県反山の良渚臨地 出上の玉絨や玉踪に刻まれた
「神徽」（写真 1 )に注日して，神話考古学の陸 (201) lO )や斑境考古学の安田
(209) I I)も独自の解釈をも って支持している．
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2) 良渚文化の生産的基盤
長江デルタ農業生産は，考古学上の文化発展の序列（河姐渡文化―馬家浜文
化一訟澤文化―良渚文化）から見ると，稲作文化の起源とされる河拇渡文化
(60 年から70 年前）の段階で，すでに刀耕火神（或焼畑）の生産段階を脱
して，相（鋤）耕農業の段階に達しており（只198), 河姐渡人は最も早い粕
耕農業者であった（石198). これに対して良渚期には，稲作自体が相当に発
達し，手工業水準も高くなり，養盃製糸業も始まっており，水上交通と漁業も
進歩し， H 常生活では各種の祭祀と宗教活動が行われていた（上海博物館典香
港市政局聯合主琲192. 前言）．出土した農器具から見ても，良渚文化以後の
稲作の栽培技術は相当の進歩を遂げ12), 少なくとも 40 年余り前の耕作方式は，
すでに近代江南の栽培技術にきわめて近い段階にあった（黄192).
では，このような農具と河姐渡文化の段階で粕（鋤）耕が行われていたこと
との関係は， どのように理解されるだろうか．河栂渡文化段階の相（鋤）耕農
業については，佐藤 (1984) によると，①沼沢地を水田にするには火耕法では
不可能で，そこで相耕技術を発明し，拡充していったとする説（宋兆麟説）と，
②溝を開いて水を引き，水を用いて灌滝するために骨相が必要とされたとする
説（狛修齢）があるが，佐藤氏自身はすでに沼沢地を中心に骨相等の農具が稲
作技術として存在したと考えた方がよいであろうとみている．これに対して良
渚文化の段階の住民は，既に発達した稲作農業を有しており，“竪井而飲”“構
木而居”すなわち井戸を掘って水を得，木で住居を作って，農業を主とし，補
助として採集，狩猟と家畜飼養を行う，定住生活をしていた（林198: 571). 
その生活環境について林 (198 : 107) は，平坦な地勢，水網が密に分布する
湖沼平原であって，良渚文化は沼沢型文化であることは疑いないと断じている．
この指摘はきわめて注目される． しかし，それではそのような水田適地は， ど
のようなところであったか．後述する良渚追跡の水系（東落渓）に即してみる
と，斯波 (1984) が指摘しているように，秦漢から唐に及ぶ一千年間でも，天
目山や会稽山地から流下する小河川の扇状地や上部デルタに限られていた， と
みるのが妥当ではあるまいか．
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以上を要するに，良渚文化には「文明」的性格が色濃く表われており，また
その生産的甚盤は湖沼が展開する低湿地であって，稲作の技術（農具）が進歩
を遂げていたことと考えられる．林 (198 : 107) の見方がどこまで正確か詳
らかでないが， しかもクリークとの関連でいえば，太湖周辺の三呉地区でも，
隋唐の時までに“水に近い所に田を耕作し，土手に囲まれた田を拡大して，
“縦では河川，横は湖”制を改善して，水路網化の原形は基本的に備えていた
という（旦他1984). このことは後にデルタに展開するクリーク農業の萌芽が，
太湖周辺に先行する形ですでに見られたことを示唆している．水草を採取し肥
料として利用するような農法が存在していたとすれば， H 本でも経験してきた
ように13) クリーク農業が芽生えていた可能性も高いと見てよいのではなかろう
か．それでは，良渚遺跡がどのようなところに立地し，大きな水利改革が行わ
れる以前の状況がどうであったのか，検討してみよう．
3. 良渚遺跡の立地環境とクリーク方式の萌芽の可能性
1) 水害環境下の山麓湖沼地帯
良渚地区は，太湖流域の南西端に位置し（図 2)' 行政的には浙江省北部の
余杭市（現・杭州市）に属する．市域は天目山系の山地を西に東南は銭琥江岸
に及ぶ束西に長い地区で，良渚地区はその中央部に位置する．すなわち，地形
的には，西部の丘陵山地から太湖流域の杭嘉湖平原に移行する地帯にあたり，
西部の丘陵山地と束部の沖積平野に大きく二分され，両者の境界線にあたるの
が東菩渓である．これより西部は丘陵から山地に移行するのに対して，東部は
低平な沖積低地からなり京杭運河沿いが最低で海抜 2-3m である．ただ，西
部の丘陵山間地にも 5 -lOOm の小盆地が見られる一方，平野部にあっても
20-30m 台の残丘が各所に分布している．元来は杭州湾が浸入していたとこ
ろが，約60 年前に陸化し，湖沼化が進んだ（『余杭県志』， 190; 47). 今日
でも湖沼は一部に残され，総土地面積 (12.6 万芦）のうち10.2% を占めてい
る．
図 3 は，良渚地区を含む余杭市中央部の地理的な環境を示したものである．
平地と丘陵部を分ける束菩渓は，余杭鎮より上流では南苫渓と呼ぴ，その途中
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l. 反山遺跡 2. 瑶山遺跡 3. 泥蜆山遺跡 4.莫角山遺跡 5良渚文化博物館（等高線は 40m 間隔、但し最低線は 60m)
（陸地測祉部参謀本部制南支那10万分の 1図により作成）
図 3 良渚遣跡群周辺の地理的環境
（範囲は図 2参照）
（湯湾渡）で中苫渓（図幅外）と合流し，さらに瓶密で北落渓を合流している．
古米苫水あるいは苫渓水といわれてきたこの河川（全長は15km) は，天目山
の水竹埠を源流とし，図 1の北側で余杭県から徳清県（湖州市）を経て，湖州
の城東毘山付近で西苔渓と合流し，太湖に流入している．
ところで，余杭市の開発史上大きな比重をもってきたのは，束落渓を中心と
した治水対策であった．降水鼠は 4-10 月に年間総鼠の75% が集中するうえ，
東苔渓の本支流の上流部は短く，急流をなしている． しかも支流の中苔渓と北
苔渓は瓶察鎮付近で合流するため，洪水の水位は急上昇する．
良渚遺跡群（全国重点文物保護単位良渚遺跡）はこうした環境のもとに立地
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している．注目すべきは，これに対してさまざまな防御策が講じられていたこ
とである．詞遺跡群の西北縁に残存する土垣（防洪堤）はその具体的な事例で
ある（図 3参照）．余杭市人民政府が立てた土垣の説明板によると，
「（前略）西端の毛園嶺から束端の羅村まで約5kmの長さがあり，毛園祖
の端はさらに西南方向に延ぴている．これまでの調杏と部分的な発掘結果
によると，土垣は良渚期の人々によって．洪水を防御するために作られた
聾である．良渚住民はこの堤防建設のために莫大な代価を払った（後
略）」（下線は筆者）と解説されている．
史実としては，紀元前210 年に河川開削の記録（余杭扶林北水利局《水利志〉
編窮坦編1987: 序言）があるが，土垣はすでに良渚文化の時代に大規模な治水
土木工事が行われていたことを物語るものであろう．ちなみに，この土垣の東
側を北流する束啓渓に対しては，その後束渓年間 (172-8 年）になって本格
的な堤防である“西険大琥”が，同時に束苔渓に中苔渓と北苔渓が合流する付
近にはそれぞれ南湖と北湖が築かれ，その後改修が繰り返され今Bに至ってい
る．なお，今B, 治水対策上でもっとも大きな位置を占めているのは，洪水防
止，灌漑，発電，簑魚にも利用されている多目的の四嶺ダム (196 年築造，そ
• であ
工させ，後述する良渚遺跡周辺の水田地帯を含む3.5 万由（約2,3ha) の農
地を潅漑している．
このように，良渚遺跡周辺地帯の農地をめぐる束苔渓の治水と水利対策上の
特徴は，土垣による治水対策以米の伝統を受け継ぎつつ，今日では上流で洪水
を蓄え，中流で分水（灌漑）し，下流で太湖に放流する方式へと発展してきた
のである（浙江省水利志編鎮委員会編198 : 357).
2) 土地利用と開発地名の地域差
良渚地区の遺跡群で囲まれた低地一帯の伝統的な土地利用について注目して
見よう．森料として，図3作成の甚図とした陸地測鼠部参謀本部による10万分
の1南支那図をもとに検討した結果，以下のことが明らかとなった．
第1に，良渚鎮付近を境にその西側（束宮渓側）と東側（京杭運河周辺）の
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間では土地利用に大きな差典が認められた．前者では水田が主で畑が加わる分
布を示すのに対して後者では水田に対して畑の割合が相対的に増え，桑園や果
樹園が分布する傾向が歴然としている．地形的な面からみれば良渚鎮の西側よ
りも低湿な束側において，桑園や果樹園などのいわば高燥地向きの上地利用が
卓越している．これはなぜか．
このことについては，まず後述する牙田（クリークに囲まれた土地）との関
連でいえば，長瀬 (1980) が指摘したように「クリークの浚渫において，泥な
どをすぐ側の水田の畦に積み上げるため，水田の周囲が品く」なり，この部分
に桑などが植えられるようになった．それに加えて，洪水防止のために設けら
れた堤防建設との関連，およぴ運河建設との関連が考えられる．浙江省水利志
編纂委員会編 (198 ; 421) によると， 198 年 6 月に完成した杭嘉湖!f 区の調
査結果，杭嘉湖平原では洪水防止奸堤の総延長は218km に達し，そのうち畑
桑用地と一体の堤防は13245km, 総延長の62% を占める．束苫渓中下流（湖州
市，徳消県，余杭県西険大塘と河川以西を含む）の場合は，洪水防御堤の総延
長615km, うち畑地桑園が一体の堤防は18km (29%) を占める．この地区は上
流では山からの洪水，下流では太湖の洪水の制約がある．太湖周辺とくらべて
その割合は少ないが， 30% 近くの畑や桑園が堤防と一体であることは留意すべ
き点である．
以上のことは， jf 田に関連づけて桑園の存在を述べている．その際杭嘉湖奸
区責料が明らかにしているのはザ堤との関連であり，長瀬の場合は分奸にとも
なう経営の零細化という問題も踏まえて経営の集約化の側面から桑園の意義に
目を向けている． しかしいずれの場合でも，そのような桑園の立地が湖沼ある
いは低湿地の水田化のための排水路の建設のための土の掘上の結果，堤防沿い
に徴高地を形成するという手段を通じて達成されている．また余杭県の対象地
域の場合，そうした現象が京杭運河沿いに典型的なかたちで見られる．この場
合は交通の形成がこうした地域変化を派生させながら進められたことを示唆し
たものといえる．かくして，水田地帯における商品農業地帯の形成がこのよう
な低湿地開発の延長線上に展望される．
第 2 に，良渚鎮東側に分布する一連の特色ある地名は，次のようにまとめら
39 
れる. (1) 喘（沼沢を意味する）， (2) 塘（堤防を意味する），壊（堰や土手
を意味する），湾（水流の曲がっている場所を意味する），斗（斗門で堰堤の水
門，斗渠で用水路）， (3) 兜（囲むを意味する），期（川をせき止めて流れを
調節する施設，煩地で堤防で囲まれた田畑，輪中を意味する），敬（土を盛り
上げた台を意味する），徒（切り立って険しい）， (4) 浜（船の通行できる小
さい溝を意味する），埠（船着場），橋などである．
(1) は未開拓の低湿地の存在を示すものであるが，この地名は多くはない．
これに対して (2) と (3) の地名は数多く見られる. (2) は堤防で囲んで
水利を計り農地を造成したことが示されている．これは低湿地あるいは湖沼に
であろう • • 王 (1984) によ
れば，この付近の耕地は湖沼低湿地帯の奸田地帯として類型化され，その南限
にあたっている．ただし，太湖周辺にみられるようにこの周辺には "j:f" を冠
した，あるいはそれを用いた地名は皆無に近く，この点は留意すべき点であろ
ぅ. (3) はこの地域における集落について述べられたもので，いわゆる輪中
を作りながら，住宅の建築に当たっては， 日本で見られたような水塚や水屋に
類似した開発がなされたことを示している．そして (4) はそうした地域が水
路を通じて連結し要所にはいわゆる船泊としての港が作られていたことを示し
ている．橋の地名は非常に多いが，人々の生活においては水路以外の道路が多
く造られていたことを示すものである．いずれにせよ，こうした地名が良渚鎮
付近を境にしてその東側に展開している．この地域の開発がきわめて組織的に，
かつそう古い時代ではない段階に開発されたことを物語っている．
それでは，良渚鎮西側の立地環境はどのように説明できるか．そもそも「良
渚文化」とは， 1936 年に初めてこの地（現在の良渚博物館隣）で発見され命名
されたのであるが，民国〈杭県志（稿）〉の“宋有良渚里" (『余杭県地名志』
1987) に由来している．すなわち，この付近は川の中州の小さな陸地であって，
良渚から瓶密一帯はかつては乎坦な河川敷であったことから，このように命名
された．このことは良渚鎮以西の低地は，早くから水田が成立しうる環境が存
在したことを示唆しており，湖沼がおそくまで残されてきた東側とは対照的で，
いわば良渚文化の生産甚盤の一端となっていたように推察できる．
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4) 良渚鎮の変貌と都市化
良渚鎮は余杭県（市）の中央部北寄りに位四する．東は西妍河を界して肇利
郷を望み，西は長命，大陸郷に接し，南は双橋郷と界し，北は安渓郷と隣り合
っている．『同地名志』によれば解放前には良渚鎮，解放後初め良渚郷と称さ
れた. 1958 年に良渚人民公社となり良渚と沈橋の 2管理区をもち， 1985 年 8 月
に良渚鎮となった. 16 の行政村を管轄し，合計9 の村民小組があり，住民は
143 の自然村に分かれて分布し， 5389 戸， 2万28 人．満族 2人を除くとすべ
て漢族である．
良渚鎮の生産環境については，南北最長6.5km, 束西5.2km, 総面積24.89 固
の広がりを有し，山地が少なく水が多い．気候は年平均気温15.9 ℃，年平均降
水輩1250m である．筍山など小山が南に，束は東塘河が郷境を流れている．東
落下流水系に属し，呉山，大陸，長命を経てまっすぐに流れてくる河川で，良
渚港では鎮の中心を東西に貫流している．旱魃や湛水対策，あるいは灌漑や航
行に利用されている．
良渚鎮における集落の配置と水路の分布関係は，図 4 から明らかなように典
型的なクリーク社会であることを示している．かつて費 (1941 ; 35) は，太湖
南岸の調査で，「人々は若干の行商人を除いては，通常，船で村落へ来る．各
憔帯は殆どすくなくとも一隻の船を所有している．交通上の船の重要性は，家
屋が水の近くに無ければならないことになり， したがって村落の平面図を決定
することになる．村落は流水に沿って発達することになる．」「船は住宅地域内
では，近距離や或いは非常に軽いものの交通には不便である．家粗間には交通
のために道路が設けられてある．」，と記載しているが，ここでもこの指摘は一
致するようである． しかし同氏がこの指摘の前提とした「j:f 」，すなわち水に
よって囲繰されている土地単位という点にかかわる堤防や，地名については確
認できなかった．
1985 年当時，鎮の耕地は総土地面積の84.9% を占め，他に山林 (2. 7%) と
水面 (7.0%) が主な土地利用であった．食糧作物は水稲が中心で外に大，小
麦，油料作物が栽培されている．養蚕，水産物，豚や羊の飼養がみられる．郷
村の企業では紡績機械，印刷工場など， 60 を数える. 1985 年の総生産額は2059
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写真 2 良渚遺跡周辺の20 年当時の景観
左：瑶山迫跡から望んだ平野中心部(」 ::. )，耕地整理工 事（中），基本農田保護（下）
右：伝統的な人裳利用（上），乾繰後の籾の調整（中）， クリークと住宅の結合（下）
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N → 
¢ ・＇と
黒色：河川・水路・池沼
図 4 良渚鎮周辺の水路網と集落配置（範囲は図 2参照）
(190 年の土地利用図をもとに作成．集落配置と水路網の配個は，
解放前の1940 年代当時とほとんど変っていない）
長江流域の環境史 (3) ―太湖平原良渚迫跡周辺の灌漑水利変容ー 43 
G, H, I. J, K: 住宅団地，
建設中の高速道路
図 5 良渚鎮付近の都市化する農村
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万元，うち村鎮企業の生産額は1283 万元，一人平均収人は649 元である．本鎮
の旋蓋は白絹で有名で，メタンガスを利用して色を出している．全鎮で各家の
近くにメタンガス池を有しており，調理や照明にも利用している．写真 2 は
20 年当時の農村の景観であるが，伝統社会が変化しはじめてきたことが分る．
現在の良渚鎮は，農業は大きく後退傾阿にあり，水田や稲作面積とともに桑
園も減少傾向にあり，一方では杭州の都市化の影響を受けて市街地の拡大とバ
イパスの建設が進んでいる（図 5). 甚図は201 年の衛星写真．図中の記号は
190 年当時の土地利用図（図 4参照）になかった新しい漿観要索である．全体
にまだ耕地が卓越しているが，都市化の傾向は明らかである．住宅団地は，旧
集落周辺に拡大する形の Iを除いて，すべて独立した開発である. CDEF 等の
住宅団地が西側の丘陵斜面に集まるのは，耕地潰廃を避けるためであろう．図
中南側には魚の投殖池（黒色部分）が見える．いずれもいま大きな変貌過程に
ある．
以上を要するに，良渚遺跡の経済的基盤をなしていたと見られる山麓の湖沼
地帯，すなわち今日の良渚鎮の西側に広がる一帯は，良渚期からの水害対策に
加えて重要な稲作地帯として開発されてきたと見ることができよう．こうした
なかで，いったん耕地化した後の排水対策は不可欠のことであり，そのような
意味でのクリークの知恵は存在していたものと見て間違いないものと思われる．
しかも農具がクリークの掘削に使われ，水面下の水草を肥料として利用してい
た（烏他， 1984) とすれば，歴史時代を経て一般化してくるクリーク運動の原
型がすでに生まれていた可能性が高い．
4. 長江テルタの構造とクリークをめぐる諸論の検討
長江デルタの開発（とくに稲作のための水田）に際して大きな原動力となっ
てきたクリークの発展系列について，良渚期から今日に至るこれまでの研究を
総合する形で検討する．クリークは，デルタの水環境を規定する地形的な構造
（枠組み）と人間活動とのかかわり合いの所産として，それぞれの歴史の段階
に規定され発生する．一旦水田が形成されてから土地条件の変化によってクリ
ークが発生することもあるし，逆に最初からクリークによる方式で開発された
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水田が，後にクリークを消減させる場合あるいはその形態を変更させる場合も
ある． しかしながら，ここでは，長江デルタの開発（あるいは農業の展開）に
際して，クリークがどのようにその推進力となってきたかに焦点をあて大局的
な兄地から検討する．その際，デルタにクリークが求められるのは，甚本的に
は開発のための排水機能である． したがって，クリークの発展系列を考える場
合，デルタの地形構造（とくに凹凸）について，明確にしておかねばならない．
l) 長江テルタの造盆地構造
長江デルタ，すなわち太湖を中心とした束シナ海（束），天目山と茅山
（西），銭湯江（南），長江（北）の範囲（総面積は36,570 犀，このうち江蘇省
が52.6%, 浙江省3.2%, 上海13.6%, 安徽省0.7% を占める）は，一部にみ
られる残丘 (20m 以下，蘇州の虎山や無錫の恵山）を除くと，全体に浜堤．
砂丘やラグーン，湖沼からなる平原をなしている．孫等 (198) によれば，太
湖地区の総面積35,27 固のうち水域面積は17.5% (6,174. 国），また水域面積
のうち湖沼面積は3,159 犀 (8.96%), 河川網の面積は2,49.8 回 (7 .1%) を占
めている．またこのデルタの徴地形配置の構造は，四周が高く中央部が低い，
いわば盆地を形成するような特徴を有している．その状況は模式的に図 6のよ
うに示すことができる．つまり，長江デルタは，西部には海抜10-3m 以上の
丘陵地区，北部はやや高い平原区 (5-7m), 南部（嘉興平原）の杭州湾一帯
は 4- 5 m, 東部は浦西岡身地帯 (4-5m) と浦東の海積平原とつづく．これ
に対して中央部の湖沼の分布地域は，海抜 4-5 m 以下の低湿地となっている．
ところで，このような長江デルタの地形面 14) は，海津 (192) 12)3 によれば，
大別すると洪積台地（低地の北西部．太湖の北岸にあたる常州・無錫付近と南
部の杭朴l湾とに挟まれた地域に広く分布する）と，沖精地帯（太湖周辺および
その東側にひろがる湖沼地帯，さらに長江の河岸にひろがる地域）に分けるこ
とができる．また，長江デルタの中心部に当たる太湖地域およぴ湖沼地域の大
部分は洪積台地面が低くなった凹地面であり，この部分に水域が広がるのは後
氷期海進にともなう海面高度がほぽ現海面に近づいた約6,0 年頃であろうと
推定される．またこのころに台地の東端部を結ぶように砂州（岡身）が形成さ
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れはじめ，水域と泥炭地がモザイク状に分布する，現在の湖沼地帯に近い景観
が出現形成されたと考えられる．さらに，その後，長江による土砂の堆積にと
もない岡身地帯の海側に砂質堆積物が付加的に堆積し，現在の上海市域の大部
分をのせる沖積地が形成された（図 6参照）．
長江デルタの地形は，気候環境の変動（海面の上下）による地下水位の変動
を受けやすい点に大きな特徴があるが，このデルタヘの人間の居住は早くから
見られたようである．陳等 (197) は，太湖地区の134 カ所の新石器時代遺跡
の考古資料の分析，及ぴ堆積物データを通じて，本地区の馬家浜から馬橋期
(70aBP から320aBP) 以来の古文化の発展と三角洲l平原の変化に密接な関
係があることを明らかにしている．それによれば， 70aBP の三角洲lの発達
は当地域への先住民の居住を導いた．つまり，海面上昇による環境の悪化があ
ったが，砂丘の形成は先住民の生存環境を保護し，多くの先住民をして岡身地
区へ移住させた．ただ，最終的には地下水の上昇と江水の流人により太湖の湖
沼群が発達し，良渚以来の古文化の発達は抑制されるようになった．
池田氏が言う支那（中国）の歴史に転機を与えるような「クリーク運動」は，
このような地形環境の下で展開するわけで，その慈味では前章で見た良渚文明
の性格と立地，そうして稲作の特徴はその重要な契機となったことを示唆して
いるように思われるのである．
2) 稲作水利開発とクリーク論
長江デルタの開発（とくに，稲作に関わる）にかかわるクリークの発展系列
を明らかにするため，まず先史稲作として注目されてきた「火耕水孵」，クリ
ークと密接に関係する「囲田・ j:f 田」，クリークそれ自体である「塘浦堤田シ
ステム」と「涅浜体系の発達」の 4点について検討する．
第 1は，長江デルタにおける早期の稲作について，関心を呼んできた“火耕
水孵”をめぐる問題である．「火耕水褥」論の発端は，「楚越之地，地広人希，
飯稲羮，或火耕水孵，果隋巖蛤，不待買而足，地勢饒食，無飢饉之患，以故砦
であ • 原史時代
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三山地 ・丘陵
砂丘 （丘）
•゜上海図6 長江デルタの地形環境模式
の江南は太湖を中心とする沼沢地帯や澪筋に，南蛮の諸族が水陸両棲的生活を
• 河野
(1993) も同様の理解にたって，「粗放さを特徴とする稲作のある形態が下流部
の低平地で行われて」おり，農法的には「草を焼き ，籾を直播し，自然の増水
をもって雑草を抑制する共通点をもっていた．」と捉えている．
杉（渡部訳） (19 89) は，「たぶんこの方式は，河川・ 湖 ・海岸等の臨水地帯
で盛行した．甚本的な特徴は，火で雑草を焼き，牛耕を採用しなかったこと，
直1番栽培で，田植え方式を採用しなかったこと，それに水で雑草を（溺）死さ
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せ，中耕をしなかったこと」である， とした．このような栽培方式は単位面積
当たりの生産屎は比較的低かったが，労働生産性は相当高く，歴史上，江南地
方は地広く人口稀薄で，労働力が欠乏していたことや，地勢が低湿，土地が肥
沃，水衰源が豊富であるといった，社会条件や自然条件が重なったことにより，
「火耕水街」は比較的強靭な生命力を持ち続けてきた」という．櫻井 (1984)
も“火耕水孵”について総括し，「漢代の文献上でしばしば人口密度が稀薄で
階級未分化の社会，あるいは自給自足的な経済，また暑熱の低湿地で行われる
農耕として描かれている．」と述べている．
以上，従米の「火耕水孵」をめぐる議論は，「史記貨殖伝」に記された内容
の解釈にとどまっており注14), その粗放性が強調されている．またこの議論に
おいては，以下に述べる囲田やjf田との関係については一切触れられていない．
きわめて不思議である．前述の陳等が指摘したように，海進による地下水位の
上昇により，「良渚以来の古文化の発達は抑制されるようになった」とすれば，
逆に湖沼や低湿限界地に対する挑戦が開始されたというようにも考えられまい
か．しかも「火耕水褥」についていえば，「水を利用して田間の雑草をi奄死さ
せる」という点では同じ解釈を示しつつも，「褥」については単に除草の意味
だけではなく，「作物の生育期間中の中耕管理」を指すという見地から積極的
に評価する見方（郭等198: 27) がある．すなわち，春秋戦国時代には「耕
孵結合」の耕作方式がすでに形成されており，その後この方式は累代伝承され，
中国農業の精耕細作の優れた伝統の重要な要索となって発展してきたという．
高温多雨の夏季に，田間に水を灌（そそ）いで雑草を浸して腐らせ，それを肥
料として土攘改良を行った．ことに230 年も以前に，砂泥を多く含む水を耕地
に灌ぎ，土壌の肥沃化とアルカリ土壌の改良を行ったが，これは水を活用して
• 土壌改良に三つの作業を同時に達成したものである（郭等198:
385). 
第 2は，「囲田・ j:f 田」についてである．いわゆる運河を除くと，クリーク
の発達と密接に関わる水田の形態であることは言うまでもないが，従来の研究
では若干の混乱があった．このことについては先駆的な研究を行った池田
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(1940) も，「クリークに囲まれた農田を特に奸田と云ふ．すなわち堤岸を四周
にめぐらし，外にクリークをやり内に田を囲むので，この堤岸を奸岸と称し，
内の田を奸田または囲田と云ふ」とのべ，両者を明確には峻別されなかった．
囲田とf 田が江蘇省と浙江省の間の太湖一帯，一般に「江南」といわれる地域
で発生（高橋監修・鏑木訳192 : 12) したとする説明も同様である．また
「太湖地区の囲田は春秋末期に起源をもち，戦国から秦にかけて次第に発展，
漢に至りいっそう拡大した（謬編1985 : 6) 」, 「太湖東部地区の最も古い時代の
地形形態は沼沢状で，最古の農業開発形態は沼沢中に囲いを作って大きい牙田
を形成するというものであった（王建革209) 」，さらに「蘇州デルタに於ける
奸田の本来の形は，一平方里程度の碁盤目形のものである（池田）」等の解釈は，
それぞれに注目されるものの，囲田とff 田相互関係については判然としない．
ただし，歴史上からみると，囲田， ff 田，湖田の名称の起源が大体春秋戦国
時代であり，その意味では区別がないが，発生的あるいは土木工学的には両者
に本質的な区別がある（張190). すなわち，膠 (1982) も指摘しているよう
に，「囲田は沼沢地や河川・湖を堤防で囲んで開拓したもので，通常は外水の
浸入を避け，内水の排除が可能になっている．早期の開墾のタイプで，水面が
比較的多い．初級形式の囲田は発展して高級形式の塘浦奸田系統へと発展す
る」．「囲田を作ることは，比較的低級で自然発生的であるが，奸田は発展した
結果計画性と配置の灌漑系統時の名称である」． したがって，「囲田はすなわち
河川や湖を囲んで田となしたもので，開壁と破壊の水利系統であり，奸田とは
相容れない」． しかも「囲田は河川湖沼の水面に作られるので，水利に対して
は有害であり， f 田は低湿地に於いて堤防を築いて水を遮るので有利無害であ
る」 15).
もちろん，時代に応じて開発の性格をこのような順序で理解できるかという
とそうではない．開発がデルタ内でも遅れたところでは，囲田の形成が特徴と
なるところもある．また当初から囲田ではなく計画的に奸田の形で開発が進め
られる例，あるいは一旦囲田として開発されたところが， ff 田として整備され
る例もある．その結果，後述するように，宋代には豪農や一部の富者によって
圃田の開発が大幅に進展し， f 田開発の過程で整序されてきた水系との矛盾を
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米すようになった．囲田の発展は宋代にいたって，深刻な被害をtf田に与える．
このことは，囲田とtf田は発生的には，前者から後者へと理論的に整理できる
ものの，歴史的には両者が矛盾し合う関係を持って展開したことを示す．
いずれにせよ，こうして太湖流域におけるもっとも低湿な地域の開発が，治
水と水利のコントロールを背景に進展した．ここで注目すべきは開発方式とし
てのtf田であることはいうまでもない．このtf田にかかわる名称が太湖周辺に
は数多く認められる．太湖束部地区の最も古い時代の地形形態は沼沢上で，最
古の農業開発形態は沼沢中に囲いを作って大きいtf田を形成するというもので
あった（王209). ちなみに，この方式が長江北岸の蘇北平原でも採用されて
いったことが明らかにされていることも判明した（呉， 196) l6). 
第3は，「塘浦堤田システム」に関する議論である．このことについては，
池田 (1940), 米倉 (1960), 長瀬 (1980), 謬編 (1985) 王建革 (209) 等に
よってクリーク論が展開されてきた．「支那の歴史で，国家社会的な規模に於
ける重大問題として，クリークが取りあげられ，同様の規模に於いて，その価
値が認識されたのは，唐から宋の時代である．宋代ほど真剣にクリークの問題
が論議された時代はない．」という池田の見解は，他の論者もほぽ一致してい
る．例えば，米倉 (1960 ; 302) は以下のように述べている．
「陥唐の盛世となると強大なる国家権力のもとに，大規模な土木工事が行
われることになった．江南の米を国都長安に遭運するための大運河の整偏
はあまりにも有名であるが，唐の元和 3年 (80) に蘇州から常熟に至る
元利塘（今の常熟塘），太和年間 (830 年前後）には大倉と福山を連ねてさ
らに東南走する塩鉄塘などの幹線水路が築成された．また塩管県に長さ
124 里の堤海塘を開元年間（八世紀）に重築し，これは金山，華亭，奉賢，
南匝，上海県方面に延長されたものらしく，かくて従来杭州湾に注いでい
た排水河川はすべて北流して揚子江にはいるように改修されたもので，江
• 唐時代
には「大運河の建設により，杭州の都市的地位が向上し，五代より宋にい
たって，このフロンティア地域に華北の人口が移動」してき，最初の山郷
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周辺への定住に見合う扇状地周辺の池塘による灌漑から次第に低湿地帯に
• 土地利用へと発展変化していった．」．
このような，長江デルタの本格的な開発の手法として注目されたのが，塘浦
堤田のシステムであった．その形態は，標準的には縦横に布の折り目のような
配置の水路と水田を組み合わせたものである（図 7). 米倉 (1960 : 10) によ
れば，宋代にかけて五里，七里にして一縦浦，また七里，十里にして一横塘と
いう縦横の水路網ができ，その間に二里，三里あるいは半里間隔に沿，浜など
と呼ばれるクリークが作られた．沿岸平野の開拓も太湖周辺の沼沢の開発も海
岸湖岸線にほぽ並行して発達するところから，その排水・灌漑の水系はたがい
に並行し，またそれを直角に連続することにより，江南のクリーク網が生まれ
てきた．こうした塘浦堤田のシステムの経緯は，謬編 (1985) によれば，五代
十国時代 (893-7 年）の呉越における土手に囲まれた水田体制，すなわち唐
代の後期に形成された塘，浦，土手に囲まれた水田システムを基礎として，さ
らにそれを発展，強固にしたものであるが，春秋末から唐後期にかけて10 年
ほどの間に何回もの組織的な大工事をへて，太湖地区の一部に塘浦堤田のシス
テムが完備されるようになった（嬬埠 1985 : 13-4). もちろん，分散してい
た農民が自発的に行ったものではなく，集団の力の産物である．五代呉越以前
の屯田制度と関係がある．国家の強力な関与と運河の開発を軸として，デルタ
の「水」のコントロールが進められた結果と言ってもよいであろう．漢代には，
北来の漢人による定住開発が徐々にすすめられ，蘇州・呉興の地は，デルタに
おける最初の開発拠点となり，跛・塘．渠による開発と水田経営，蘇州を中心
とした運河組織も整備していった（長瀬1980).
第4に，糖浦体系の瓦解についてである．社会人口の増加などの諸事情によ
って，前述のような井然たる奸田制を維持することができず，いわゆる分奸の
動きが現れてきたことに関係する．縦浦，横塘という大クリークの外に，浜と
か注という小クリークが民間で勝手に割られて，その小クリークで牙田を作る
ことになり，奸田の面積の細分化（池田1940 : 4-5) がすすみ，妍浦好田シス
テムが瓦解に向かう中で，湮浜体系ともいうべきクリークの形成に向かう段階
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図7 五代呉越時代の塘浦奸田概略図
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である．この背景については，長瀬 (1980) や王 (209) が詳細な検討を行っ
ている．
長瀬は，塘浦制が崩壊した結果，低田地帯は肥沃地ニ・三百里をして白水た
らしめ，高田地帯は港浦が塞がれて数百里の沃地が潮田化して荒蕪不毛の地と
なったことを指摘している．また荒蕪不毛田が生じたメカニズムについては，
堰の破壊によって，揚子江と海に面した浦からは満潮時に海水が流れ込み，高
田区の水田に入り塩化現象をおこし，作物およぴ不毛田となったと述べる．い
ずれにしても，分奸により密度の高いクリーク網が形成され，江南デルタの農
村社会も変質してゆくことになるが，その際大きな役割を果すのが趙森による
長江流域の環境史(3) 一太湖平原良渚遺跡周辺の灌漑水利変容ー 53 
間の組織18) であった．すなわち堰より間（水門）に転換したことにより，北宋
から南宋にかけて，再ぴ浙西の海岸徴高地の開発が進展していったこと，同時
に高田区の水田を再生させるとともに，低田区（低窪地）に対しては排水を可
能とし，囲・ .tf 田の発達を促進させる効果をもたらした．それは間により，舟
行の便と塩化の阻止が同時的になされたからである．それが次第に低窪地への
開発にも連動していった．
王 (209) は，宋代から明まで，呉松江の南北には徐々に涅，浜を主体とす
る主流と支流からなる水利の体系が形成され，この体系によって明清期の江南
地区の小.tf 構造の甚礎が固められたことを究明している．彼は宋代の塘浦体系
の瓦解が始まって以降，呉淑江流域では涅浜体系が発達するようになり，その
体系は20惟紀初頭まで一貫して維持されてきたという．その特徴は五代期，呉
越政府の人為的な干渉（支持）を受けつつ，大.tf と小.tf の間をつなぐ河道によ
って塘浦.tf 田体系が形成された点にある．この地方は海辺に近く，昼夜問わず
潮汐が往来し，土砂が堆積するなかで，人々は絶えず浚渫を行なわなければな
らなかったが，「主流と支流の各川が，転換して相通じて，運輸便利で，洪水
も少ない．支流は主流に注ぎ，主流は渭河に注ぐ．」ようになったこと，浚渫
の費用負担については，官府と地方の分担方式が確立されたことで，このメカ
ニズムは50 年近くも維持された．
•
技術（間）と小規模な水利システムを介して解決されることについてみた．こ
うした新しい対応策は，塘浦堤塘システムの崩壊に起因したものであるが，一
方ではこの方式によってデルタに残されてきた未開発の湖沼や高燥な砂丘地の
開発をうながす要因として機能したのである．水のコントロールという観点か
らいうならば， じゅうらい以上にきめ細かな水とのかかわり合いを通して，開
発にともなう矛盾と新たな開発要求という二つの課題が解決されてきたと言っ
てよい．
3) クリークをめぐる新しい動き
中国の農村では， 194 年の社会主義革命を経て， 1958 年から集団営農を碁盤
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とした人民公社の組織が普及した．その後1978 年末に決定された改革開放政策
を背景に，農村経済改革がすすめられ， 1980 年代半ばに人民公社が解体されて，
農村の基盤は個別農家の請負体制下に置かれるようになった．そして190 年代
以降になると， '91 年の中国がWTO 加盟を果たした頃から，農村は急激な工
•
頭でも述べたように，長江デルタはこうした一連の変化が典型的にみられる地
域であるが，最後に，長期にわたってデルタの開発に関与してきたクリークが
どのような状況に四かれてきたか，およびクリークをめぐる新しい状況につい
て索描しておきたい．
第1は，クリークの大規模な開発時代を経て，デルタにおいてきめ細かなネ
ットワークをつくりつつ，地域の調和が図られてきたが，その一方では経営農
地の零細化という課題に直面してきた．この問題に対する対応策は土地利用の
高度化と生産性の向上の手段であるが，人民公社時代の集団的な土地所有制の
下で，クリークや湖沼の水と農地を結合させ多角的な生態農業を発展させ‘経
営の集約化が指向されるようになった．郭等（渡部訳） (198 ; 520, 52) に
で • 牧畜・捉
• 加工業を結合させ，次第に生態農業を実践する村に変貌していった．また，
1984 年に蘇州地方で一人当たりの平均収入か10 元を超える農村が36ヶ村出現
• • 加工の結合により富裕となったもので，
いわゆる農村の富裕化の要路であるとして注目されるようになった．
第2は， 1980 年代初期ごろから農村の経済的繁栄をもたらすものとして，郷
鎮企業が注Hされるようになったことである．郷鎮企業は，費 (19) によれ
ば，各地の「集鎮」において，新たな勢力として忽然と姿を現し，発展しつつ
あったもので，中国の小城鎮が復興としても注目された． もともと，これらの
企業は人民公社と生産隊が経営する工業であったから，一般に「社隊工業」と
称せられ，「集鎮」は社隊工場の集中するところであった．すなわち「集鎮」
に新設された工場は，つぎつぎに農村から農民を労働者として吸収し，工業の
繁栄をもたらし，「集鎮」にはつぎつぎに新しい建物が建てられ，その様相は
ー変した．また農村でも生産大隊あるいは生産隊が工場をつくったために，収
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入は増え，農民の生活は改普された． しかしながら，その一方では，デルタの
水環境が郷鎮企業の発展の結果として汚染問題に直面するという課題が生ずる
ようになった．例えば，蘇州・ • 常州等の市域では，都市の汚染物質がデ
ルタを特徴付けるクリークを通して郊外から農村へと拡散してゆく事態がみら
れるようになった（董198). 経済改革が進展してからの工業化・都市化によ
る攻勢がすすむ中で，農業や交通に甚軸をおいたクリークの再位置づけと再編
成が新たな課題となってきた．
第 3は， 190 年代以降最近に到る過程で，「経済開発区」に名を借りた不動
• 都市開発・工業団地造成プームが一般化し，産業化，都市化，衰本投
入が三位一体となる強いドライビングフォースに押し流されて，農地に復帰し
にくい住宅・道路・工場などの都市的土地利用がすさまじいばかりの勢いで拡
大した．その結果長江デルタは食糧供給甚地から食糧移入に依存する地域への
転落を余儀なくされた（季204). また，上海泄界博覧会に向けてクリークの
埋め立てと土地利用再編がすすめられ（例えば，栃・全209), さらには，太
湖流域における水利用の共同管理のあり方についての問題に関心が移行する状
況下に立ち至っている（越209).
5. むすびにかえて一長江デルタにおけるクリークの発展系列
本研究では長江デルタにおける稲作文明が，「良渚文明」の発祥地となった
良渚遺跡周辺の湖沼地帯を起点として始まり，その際にクリークの方式が見出
された可能性があることを示唆した．そのうえで歴史時代に入ってからの本格
的な「クリーク運動」とクリークをめぐる環境変化の動向について概略的な検
討をした．その一応の結論を要約すると図 8のようになる．
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稲作開始（約70 年前）
良渚文明：BC.30-21 年
稲作発展
クリークの可能性
（唐～五代時代）
塘浦好田システム
の発展
（大運河と奸田制）
（人民公社時代）
河網奸田システム
の回復
（生態農業システム）
（春秋戦国時代）
囲田とJ:f 田
の起源
（宋代）
塘浦システム瓦解
涅浜体系
（土地私有化， !fの分割）
• 開放経済時代）
土地利用競合
クリークの埋立・再編成
（水環境問題／農業構造転換）
（秦・漢～隋時代）
塘浦奸田システム
• 普及
江南開発拠点（蘇州・呉興）
• 明時代）
クリー クシステム
牙田・囲田
（零細・集約業経営）
「---―' I 
I 
将来の課題
'----」
図8 長江デルタの開発と農業水利の変容過程（試案）
注：
1) 本稿では，良渚文明と良渚文化という 2つの用語を併用する．ただし，前者に
ついては「良渚文明」と括弧書きで使用する．
2) 例えば，ジョン・フリードマン（谷村訳208).
3) 筆者が1985 年にはじめて上海を訪れたとき，目抜き通りの南京束路の景観は旧
租界時代のコンクリートの建築物で特徴づけられ，裏側は木造の古ぴた住宅と人
混みが印象的であった．ところが今日の近代的なオフィスタワーやホテル，マン
ション，立体化した交通路などによって彩られた都市景観に接すると，世界都市
を連想させる表象に惹きつけられる．こうした景観は上海だけではなく，蘇州市
やその他の都市，あるいは農村住宅のカラフルな景観を含め，デルタの各地に拡
大しつつある．また高速道路や高速鉄道の整備に加えて，工業団地の開発が各地
に進んでいる．
4) 上掲 2) の著者は次のように指摘している．「グローパリゼーションを分析の枠
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組みに取り入れると，国内的な視座，歴史的な歩み，そして内発性がなおざりに
されるほどに外的な力学が特別扱いされる嫌いがある．また，社会・文化的，政
治的変数が除外されるほどに，経済的側面が重視される」（谷村訳208 : 16). 
5) Georg B. Cresy (1936), 森編 (192) による詳細な研究がある．
6) 例えば，次のような記述（ただし，下線は筆者）．「上海事件（昭和 6 年）の勃
発によって上海近郊の所謂クリーク Crek の存在は時局に関連して著しく我国民
の関心を引くところがあった」（能193). また「中国の必需食糧である稲の広大
な栽培は，平坦な国土の上に蜘蛛の網のように広がる運河によって可能となって
いる」 （ルドルフ P. ホムメル／国分訳192 : 7), 「江南地方には外人が crek
と称する複雑な溝渠網が存在し，その景観はわが筑後川下流平野に酷似している」
（米倉1960).
7) 今 B, 長江デルタにおいて急激な勢いで進む近代化と伝統的水文明との間にみ
られる対立・矛盾の諸現象に鑑み，サミュエル・ハンチントンのいう「文明の衝
突」（サミュエル・ハンチントン20) になぞらえ，このような表現を使用した．
8) 上・中流部については元木 (201a, b) を参照．
9) 天目山は太湖平原の周りで最も高い山である．
10) 良渚文化の玉踪や玉絨に彫刻された「神徽」は，陸によれば，「全体の形象は，
ちょうど痰を広げて踏鋸し，枝先にとまる雄鷹のようである．これは多元的に複
合した人格化された神であり，その弓形の羽冠はおそらく天窃（キュウ）を象徴
し，両肘と両膝が開くのは路鋸の動作であり，かつ羽翼文をくわえるのは天空を
飛ぶことができる天神でもあることを表す．」．また「『周礼』の「奸璧は天を礼
す」の記事にしたがえば，この新徽はおそらく地母神であり，被葬者が土地を占
有していたことを象徴した． しかも絨は兵器でもあるので，神徽はおそらく刑殺
神でもあった」（陸201 : 405-6). 
1) 注 1) 参照．なお，玉球については，漢の王劉安が編集した古典 r淮南子』の
天文訓には「丸は天といい，方は地という」と記されていることから，安田氏は
以下のような興味深い解釈を示している．すなわち「玉球の丸と四角は天地の結
合を意味していたのである．稲作漁拐民は天地の結合に豊穣を祈った．そして空
にそぴえる山は天地の架け橋であった」（安田209: 25). 
12) 黄 (192) は以下のように記している．「三角形斜柄大石刀（一種の吹伐工具）
は，主に水田の小木や雑草とりに使われ，梨耕が行われていた．浙江省銭山渫遺
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跡では，まず木千節（一種の川底の水草をとる道具）が発見され，水草が堆積し
たら，川の泥で覆い是を発酵させ，水稲栽培に好適な肥料とされ，すでに施肥を
掌握していた．」
13) 例えば，元木 (197).
14) 宮 (198) は長江デルタを 4 つの土地類型に区分している. (1) 三角州平原類
型 (Deltaic plain type) : 太湖平原の北，束，南外部にあり，海寧，杭州に至る
弧形の地帯（杭州湾から浙江沿岸の海抜 5- 7 m) と上海，蘇南域内は 3-5 m で，
水路が密集し，河道は浅く，水面は土地面積の 5-7 %を占める．沿海（江）堤防
あるいは河岸堤防で保護され，塩水の浸入を避け，堤外は低乎な潮灘となってい
る. (2) 湖蕩平原類型 (Lake and aluvial plain with polder type) : 太湖平原
の中で最も低湿な地域で，太湖およぴその周囲のf易澄一淀測湖区， i兆滴湖区，菱
湖区と芙蓉!-f 一帯．大部分は海抜 3 - 4 m (局部的に 2 m 前後），洪水位より低い
土地で，縦横に走る河川は広く水深があり，水面は地区面積の20% 以上を占める．
堤防が築かれ，堤防で囲まれた農区，すなわち“水郷澤国“の地である. (3) 水
網平原類型 (Netd river plain type) : 太湖の南北両側，嘉興以南と蘇州・無
錫・ 常州一帯の一部に見られる．嘉興，桐郷一帯では長期にわたる人間の作用に
よって土地の平坦性は薄れ，高低差が見られる．海抜3.5- 5 m の間で，水路が密
集し，土地面は大部分洪水位より高く，水面が占める面積は10% 以下である．炉
寧，炉杭鉄道が通る区間で，太湖地区では平田が分布する地帯であり，晨業生産
条件が最も優れた地区である. (4) 高充平原類型 (Moderatly hig sandy 
plains and sandy type) : 太湖平原西北部の，緩傾斜をなし，海抜 6 - 8 m (最高
で 9-lOm), 河川や水路は少なく肥沃土は低い．
15) 地形面の形成については，海津 (192) によれば，更新椛末期の最終氷期以前
に洪積台地の形成がすすみ，最終氷期の最大海面低下期に各河川の下刻によって
台地を刻む谷が生じた．さらにその後の海面上昇に伴って，これらの河谷は次第
に新しい堆積物（沖積層）によって埋積されようになった．
16) 中国の最初の「歴史」は「春秋」とされる． しかし，これは魯の国の歴史紀事
で，周末のいはゆる「春秋」時代の一侯国の歴史 (BC72- BC480) であって，統
ー中国の歴史としては『史記』をはじめとする，というのが一般的である．その
結果「神話」は，「歴史事実ではないと抹殺され」てきた（夜久1982) ことを考慮
すると，「火耕水孵」の記載内容が果たしていつ頃のことを伝えているのか，もし
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かすると良渚以前の稲作の状況，あるいはデルタ内に残存してきた1B来の粗放農
業の姿を強調されて伝えてはいないか，ということも考慮してみる必要がある．
17) 筆者は未見である．この論拠としたのは宋代の〈文献通考〉倦六 <.tf 田水利＞
＜湖田囲田＞である．
18) この場合，注目すべきはt子の出現は清代乾隆時期 (1736-95) 前後のことで
あり，黄河の氾濫による影評で，河川や運河の災害が連続的に発生したため， IB
来の水田の再開発あるいは地直しとして採用されたのであった．
19) 趙森のいう間の五利
①開浦匹間して満潮時には間を閉じ，干潮時には間を啓けば外水は間に入らず，
浦内の水は外に排出される．
②外水が入らなければ泥砂は間内に流れ込まず泌積しないから，港浦は，常に水
の流通は良くなり
③積水があっても排除でき， しかも外水は間内の地に入らせず，塩害より免れる
④置間すれば，間外の浦は粉積現象が起こっても，工力がなしやすい．
⑤間を置くことにより，風の時貸船の住泊となり……
•
の地になったかという点についても解答が得られた．
20) こうして囲田の普及が一般化した元では，田面の高さの比により等級化をはか
り，五等囲岸体式法をつくり普遍性をもたせようとした．これをうけて明では桃
文瀬の五等岸式やその他三等方式などが現れた．これらを通じてみると，元では
水面と田高が同じものを一等としたが，明では水面下にあるもの（田高が外周ク
リークの水面より低いもの）を一等としている．これは次第に低窪地へと開発全
線が進んでゆくことを現しているとともに，それだけ水深が深くなるから，それ
に耐える堤防の広大化と強度が必要となってくる（長瀬1980).
（謝辞）本稿は，文部科学省COE 「長江文明の探求」（代表：安田喜憲教授），およぴ
地球環境推進費「課題番号D-092 」（代表：木幡邦男）によるサプテーマ「長
江デルタの農業構造転換に伴う陸域負荷構造の変化に関する開発地理学的研
究」（代表：元木靖）による成果の一部である．関係機関およぴ調査の過程で
お世話になった各位に謝意を表します．
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